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令和元年安全功労者内閣総理大臣表彰受賞者名簿  

 

（分野別五十音順）  

 

（交通安全関係）  

〔個  人〕  

井  戸   道  廣            （警  察  庁）  

大  川   明  雄            （警  察  庁）  

小  田   辰  幸            （警  察  庁）  

越  智    政  一            （国土交通省）  

谷  口     敬            （警  察  庁）  

土  橋   武  雄            （警  察  庁）  

平  野   克  幸            （内  閣  府）  

村  岡   千  鶴            （内  閣  府）  

〔団  体〕  

加賀市防犯交通推進隊          （内  閣  府）  

津市交通安全父母の会連絡協議会     （内  閣  府）  

 

 

（学校安全関係）  

〔団  体〕  

大分県立中津支援学校          （文部科学省）  

香川県丸亀市立飯山南小学校       （文部科学省）  

鹿児島県垂水市立協和小学校       （文部科学省）  

岐阜県御嵩町立上之郷小学校       （文部科学省）  

福井県福井市国見中学校         （文部科学省）  

山口県岩国市立柱野小学校        （文部科学省）  

 

 

 



（産業安全関係）  

〔個  人〕  

木  村   雄  二            （経済産業省）  

安  田     進            （経済産業省）  

〔団  体〕  

三洋エナジー南淡株式会社本社      （厚生労働省）  

 

 

（火災予防関係）  

〔個  人〕  

大  越   利  男            （消  防  庁）  

小  野   政  也            （消  防  庁）  

中  島   富  子            （消  防  庁）  

〔団  体〕  

愛宕地区婦人防火クラブ         （消  防  庁）  

城南町婦人会防火クラブ         （消  防  庁）  

富水保育園幼年消防クラブ        （消  防  庁）  

 

 



功    績    概    要 

 

〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 警    察    庁  

 

氏       名  

い  ど  みちひろ  

井  戸  道  廣  

 

住       所  

 

栃木県鹿沼市  

 

職 業 等 

井戸産業株式会社  会長  

 

（一般社団法人栃木県安全運転管理者協議会理事）  

功 績 の 概 要 

昭和４２年から５２年の長きにわたり、事

業所の安全運転管理者として運転者等の資質

の向上及び安全運転の普及を図るため、各種

交通安全活動に尽力している。  

平成８年５月に安全運転管理者鹿沼地区協

議会理事、平成１０年５月に同副会長、平成

１５年５月に同会長に就任し、組織の牽引役

となって積極的な交通安全活動を推進し、運

転者等の交通事故防止に多大な貢献をしてい

るほか、平成２３年５月からは栃木県安全運

転管理者協議会の副会長に就任し、協議会の

発 展 、 各 種 交 通 安 全 活 動 を 活 性 化 さ せ る な

ど、交通事故防止及び交通安全思想の普及・

高揚に多大な貢献をしている。  



功    績    概    要 

 

〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 警    察    庁  

 

氏       名  

おおかわ  あきお  

大  川  明  雄  

 

住       所  

 

宮城県富谷市  

 

職 業 等 

大川工業株式会社役員  

 

（元；宮城県安全運転管理者協会副会長）  

功 績 の 概 要 

昭 和 ５ １ 年 に 安 全 運 転 管 理 者 に な り 、 以

来、平成９年に黒川地区安全運転管理者会会

長、平成１９年に宮城県安全運転管理者協会

副会長に就任して、安全運転管理者の組織拡

大及び会員等の交通安全思想の普及高揚を図

り長年にわたり交通事故防止活動に積極的に

取り組んできた。  

人格見識上とも優れ、地域活動からの信望

も厚く、地域内の交通問題等にも精力的かつ

積極的に活動しているものである。  

同人が永年実践してきた交通安全活動は他

の模範であり、その功労は多大である。  
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〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 警    察    庁  

 

氏       名  

お  だ   たつゆき  

小  田  辰  幸  

 

住       所  

 

熊本県多良木町  

 

職 業 等 

農業  

 

（熊本県地域交通安全活動推進委員協議会会長）  

功 績 の 概 要 

熊本県地域交通安全活動推進委員協議会会

長、地区安全運転管理者等協議会の役員を歴

任し、各交通安全団体の発展に寄与するとと

も に 、 交 通 安 全 活 動 の 活 性 化 に 尽 力 す る な

ど、長年に亘り地域における交通安全活動の

リーダーとして活動し、交通事故の抑止に多

大な貢献をしている。  

特 に 、 地 域 交 通 安 全 活 動 推 進 委 員 と し て

は、制度が発足した平成３年に委嘱を受けた

後、平成５年に多良木地区協議会副会長、平

成１１年に同会長、平成１９年に熊本県協議

会監事、平成２１年に同会長に就任し、県内

における交通安全意識の普及啓発及び交通事

故の減少等に多大な貢献をしている。  



功    績    概    要 

 

〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 国  土  交  通  省  

 

氏       名  

お  ち   まさかず  

越  智  政  一  

 

住       所  

 

福岡県北九州市  

 

職 業 等 

株式会社明光設備工業社長  

 

（主任海上安全指導員）  

功 績 の 概 要 

昭和６０年から現在にいたるまで約３４年

の長期にわたり海上安全指導員として指定を

受け、安全パトロール活動及び訪船指導を実

施するほか、地域において安全講習会や海上

安全指導員の養成講習会の開催に協力するな

どプレジャーボートの海難防止及び安全思想

の普及・高揚に多大な貢献をし、その功績は

誠に顕著である。  
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〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 警    察    庁  

 

氏       名  

たにぐち    たかし  

谷  口    敬  

 

住       所  

 

石川県志賀町  

 

職 業 等 

クリーニング店経営  

 

（優良運転者）

 

功 績 の 概 要 

昭和４４年に運転免許を取得して以来、交

通法令を遵守し、約５０年間にわたり無事故

無違反を継続し、地域における交通安全の指

導員として他の運転者に範を示している。  

昭和５８年からは交通事故が一件でもなく

なるよう羽咋郡市の街頭交通推進隊（交通指

導員）に入隊し、日夜、通学路等における街

頭活動に率先して従事するなど、交通安全思

想の普及・高揚に貢献した功労は大きい。  
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〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 警    察    庁  

 

氏       名  

どばし   たけお  

土  橋  武  雄  

住       所  

 

東京都港区  

 

職 業 等 

株式会社土橋園代表取締役社長  

 

（赤坂交通安全協会会長）

 

功 績 の 概 要 

昭 和 ４ ９ 年 ４ 月 赤 坂 交 通 安 全 協 会 に 入 会

後、４５年の長きにわたり地域交通安全に尽

力、平成２０年５月前会長の引退に伴い同協

会会長に就任と同時に一般財団法人東京都交

通安全協会理事を兼務し現在に至る。  

この間、同協会の拡充を図るため、各種会

議の席上加入を働きかけ地域住民の交通安全

意識の高揚、普及、浸透及び交通安全施設の

改善、改良に力を注ぎ交通事故防止対策に多

大な貢献をしている。  
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〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 内    閣    府  

 

氏       名  

ひらの  かつゆき  

平  野  克  幸  

 

住       所  

 

埼玉県本庄市  

 

職 業 等 

自営業（洋品店）  

 

（埼玉県交通指導員連合会理事）  

功 績 の 概 要 

昭和４８年９月交通指導員に委嘱されてか

ら現在まで、登校時における児童の安全誘導

をはじめ、交通安全教室における指導の補助

などを積極的に行い、児童等の交通事故防止

に尽力した。また、市内各種イベント等にお

いても、歩行者等の安全誘導や交通安全の呼

びかけを行うなど、地域の交通事故防止及び

交通安全思想の普及に多大な貢献をした。  

 

 

 

 

 

 

 

 



功    績    概    要 

 

〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 内    閣    府  

 

氏       名  

むらおか  ちづる  

村  岡  千  鶴  

 

住       所  

 

京都府宮津市  

 

職 業 等 

自営業（石油販売業）  

 

（府中地域婦人会交通安全対策代表）

 

功 績 の 概 要 

昭和４８年の宮津市連合婦人会への入会以

来、現在に至るまで毎日欠かすことなく交通

量の多い国道の横断歩道等において児童の見

守り活動や通学路の危険箇所点検に努めるほ

か 、 平 成 １ ３ 年 か ら は 民 生 児 童 委 員 に 就 任

し、高齢者に交通事故の防止を呼びかけると

ともに、交通安全指導を行うなど、様々な立

場から交通安全思想の普及・高揚に多大な貢

献をした。  
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〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 内    閣    府  

 

名       称  

か が し ぼ う は ん こ う つ う す い し ん た い  

加賀市防犯交通推進隊  

 

所 在 地  

 

石川県加賀市  

 

代 表 者 

     かみで   たかお  

隊長  上  出  孝  夫  

 

功 績 の 概 要 

昭和４０年１０月から約半世紀の長期にわ

たり、それぞれの地域や市の交通安全行事に

積極的に参加、市民等に交通事故防止を呼び

かけるとともに交通街頭指導を行うなど、年

間を通して交通安全意識の高揚と交通事故防

止に尽力し、交通安全思想の普及に多大な貢

献をしている。  
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〔交通安全関係〕  

関 係 省 庁 内    閣    府  

 

名       称  

  つしこうつうあんぜんふぼ   かいれんらくきょうぎかい  

津市交通安全父母の会連絡協議会  

 

所 在 地  

 

三重県津市  

 

代 表 者 

     あさだ   かずこ  

会長  浅  田  和  子  

 

功 績 の 概 要 

昭和５６年の結成以来、地域の実情に即し

た交通安全活動に取組んでいる。交通安全メ

ッセージ記載のボードを使用した街頭広報や

小学生交通安全ポスター展を開催し、ポスタ

ー作製を通じて交通安全意識の意識付けを図

るとともに、三重県交通安全母の会連合会主

催の交通安全指導者研修へ参加し、正しい交

通指導の方法等を習得するなど、交通事故防

止及び交通安全思想の普及・高揚に多大な貢

献をしている。  
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〔学校安全関係〕  

関 係 省 庁 文  部  科  学  省  

名       称  

おおいたけんりつなかつしえんがっこう  

大分県立中津支援学校  

 

所 在 地 

 

大分県中津市  

 

代 表 者 

     よしの   あきこ  

校長  吉  野  昭  子  

 

功 績 の 概 要 

学校教育目標「児童生徒の自立と社会参加

をめざし、一人一人の能力や特性に応じた教

育を行うことにより、その可能性をのばし、

基本的な生活習慣を身につけ、主体的・創造

的生活を営むことのできる人間を育成する。」

の下、「地域と連携した、安全・安心で信頼さ

れる学校づくり」を重点目標に、災害時に児

童生徒が自ら身を守る行動をとることや、教

職員のマニュアルに基づいた役割の行動、保

護者・地域との連携を目指し、終日の地震・

津波避難訓練を実施した。訓練による避難所

での生活体験や地域対応、保護者連絡を行う

ことにより、安全教育の推進に多大な貢献を

した。  
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〔学校安全関係〕  

関 係 省 庁 文  部  科  学  省  

名       称  

かがわけんまるがめしりつはんざんみなみしょうがっこう  

香川県丸亀市立飯山南小学校  

所 在 地 

 

香川県丸亀市  

 

代 表 者 

     とくなが   けいこ  

校長  德  永  桂  子  

 

功 績 の 概 要 

教 育 目 標 「 自 分 で 考 え  豊 か な 心 を も ち  

たくましく生きる子どもを育てる」の下、目

標実現に向けたアプローチの具体の中に「健

康や食習慣、安全についての自らの課題を、

よりよく解決する実践的な態度を育成する」

を掲げ、児童の危険予知能力及び危険回避能

力の育成に向けて、学校、家庭、地域及び関

係 機 関 と 連 携 し て 取 り 組 ん で い る 。 と り わ

け、下校時の地域の防犯パトロール隊の方や

保護者、教員による安全指導及び見守りは、

児 童 の 安 全 意 識 の 高 揚 に 大 き く 寄 与 し て い

る。また、「学校・家庭・地域が連携した防災

学習」によって、防災意識も高まり、安全教

育の推進に多大な貢献をした。  
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〔学校安全関係〕  

関 係 省 庁 文  部  科  学  省  

名       称  

  かごしまけんたるみずしりつきょうわしょうがっこう  

鹿児島県垂水市立協和小学校  

 

所 在 地 

 

鹿児島県垂水市  

 

代 表 者 

     せとぐち   いちろう  

校長  瀬戸口  一  郎  

功 績 の 概 要 

教育目標「ふるさとに誇りをもち、自ら学

び合い、心豊かでたくましく生きる子どもの

育成」の下、地域・保護者との連携を通して

安心・安全な学校づくりを推進している。特

に桜島の噴火や台風などの自然災害への対応

を は じ め と す る 災 害 安 全 の 充 実 に 努 め て き

た。津波を想定した避難訓練では、校舎３階

の避難教室への一次避難、裏山への二次避難

など、市消防局の指導を受け避難経路の見直

しを進めながら毎年実施している。また、Ｐ

ＴＡと連携して親子で防災意識を高める親子

防災教室の実施や、７年目を迎えた防災備蓄

の取組も継続的に取り組んでいる。その他、

生活安全や交通安全も含め、地域・保護者・

学校が一体となり、安全教育の推進に寄与し

ている。  
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〔学校安全関係〕  

関 係 省 庁 文  部  科  学  省  

名       称  

  ぎふけんみたけちょうりつかみのごうしょうがっこう  

岐阜県御嵩町立上之郷小学校  

 

所 在 地 

 

岐阜県御嵩町  

 

代 表 者 

      もり  たいじょう  

校長   森   泰  誠  

 

功 績 の 概 要 

学校教育目標「すすんでやりぬく上之郷の

子」の下、「自分の命は自分で守る子～自他の

生命尊重し、主体的に判断し、安全のための

行動ができる児童の育成～」を目指し、『安全

教育』として「防災教育講演会」「上之郷の災

害を知る災害伝承学習」「防災教育の視点をも

った授業実践」「心肺蘇生法講習」「４年生防

災キャンプ」「傷の手当」、『安全管理』として

「職員初期避難所運営訓練」「多様な命を守る

訓練」「校内飛散防止フィルム貼付」、『組織活

動（地域・家庭との連携）』として「町防災訓

練参加」「親子登下校訓練（通学路危険個所・

避難場所把握）」「親子災害図上訓練」「親子防

災学習」「けがマップ作成」「町消防団とも連

携した PTA 環境整備作業」などを行い、安全

教育の推進に多大な貢献をした。  
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〔学校安全関係〕  

関 係 省 庁 文  部  科  学  省  

名       称  

   ふくいけんふくいしくにみちゅうがっこう  

福井県福井市国見中学校  

 

所 在 地 

 

福井県福井市  

 

代 表 者 

     わたなべ  としのり  

校長  渡  邉  俊  範  

 

功 績 の 概 要 

教育目標「自らの目標を持ち、主体的・創

造的・協働的に学ぶ生徒の育成」「豊かな心を

持ち、自他の人格を尊重し、認め合える生徒

の育成」「ふるさとに誇りと愛着を持ち、たく

ましく生きる生徒の育成」の下、「安全安心な

学校」を目指し、「守ろう自分の命、広げよう

防災」の取り組みとして、「消防職員の津波対

策対応避難訓練」「地域住民とともに、東日本

大震災で被災された方から教訓を学ぶ講演会」

「石巻への修学旅行」「福井市防災センターで

のサバイバル教室でのブース開設」を行った。 

また、ネットトラブルの防止、ネット犯罪

防止、生活習慣の向上を目指し、「国見中ルー

ル」の策定を実施した。これにより、安全教

育の推進に多大な貢献をした。  

 

 

 



功    績    概    要 

 

〔学校安全関係〕  

関 係 省 庁 文  部  科  学  省  

名       称  

  やまぐちけんいわくにしりつはしらのしょうがっこう  

山口県岩国市立柱野小学校  

 

所 在 地 

 

山口県岩国市  

 

代 表 者 

      やまね  もとひで  

校長  山  根  基  秀  

 

功 績 の 概 要 

教育目標「ふるさとを愛し、豊かな心をも

ち、たくましく生き抜く柱野っ子の育成」の

下、学校・家庭・地域と連携した、安心・安

全な学校づくりを目指した。児童・教職員・

保護者 (地域 )で通学路を点検し、ハザードマ

ップや安全マップを作成し、全戸配布した。

さらに安全ボランティアや「子ども 110 番の

家」との話し合いや、地域との合同避難訓練

の実施など、地域交流や情報共有を行った。

メールによる情報配信システムの確立や学校

便り等の配布による情報発信にも努めた。「や

まぐち型地域連携教育」の仕組みを活用し、

学校評価による検証・改善を行いながら、地

域ぐるみの学校安全に取り組んでいる。その

結果、地域全体で児童の安全を守ろうという

意識が高まり、学校行事への参加者や見守り

活動への協力者が増えている。  



功    績    概    要 

 

〔産業安全関係〕  

関 係 省 庁 経  済  産  業  省  

 

氏       名  

きむら   ゆうじ  

木  村  雄  二  

住       所  

 

東京都杉並区  

 

職 業 等 

工学院大学名誉教授  

 

（高圧ガス規格委員会委員長）  

功 績 の 概 要 

平成８年から現在に亘り、国の産業構造審

議会をはじめ、高圧ガス事業所の認定事前調

査、保安検査、事故調査などに関わる多くの

事業において、特に使用中の設備の損傷（腐

食、疲労等）評価の分野の専門的な知見によ

り事業の推進に尽力されている。近年では、

高圧ガス保安に係る新制度の策定など、高圧

ガス保安の制度構築に係る事業に、技術面の

みならず施策面においても、多大な貢献を行

っている。  

 

 

 

 

 



功    績    概    要 

 

〔産業安全関係〕  

関 係 省 庁 経  済  産  業  省  

 

氏       名  

やすだ      すすむ  

安  田    進  

 

住       所  

 

東京都狛江市  

 

職 業 等 

東京電機大学名誉教授  

 

（ 元 ； 産業構造審議会保安分科会ガス安全小

委員会臨時委員）  

功 績 の 概 要 

地盤工学を専門分野とし、特に、地震時に

おける地盤の挙動及び安定を主要な研究テー

マとして、工学的なアプローチによる地盤の

液状化や斜面崩壊に関する対策について研究

の第一人者として活躍。  

研究成果は、土木、建設、エネルギーなど

幅広い産業分野において活かされ、産業の信

頼性向上と、社会の安全確保に多大な貢献を

果たしてきた。  

 

 

 

 

 

 



功    績    概    要 

 

〔産業安全関係〕  

関 係 省 庁 厚  生  労  働  省  

 

氏       名  

さ ん よ う    な ん だ ん か ぶ し き が い し ゃ ほ ん し ゃ  

三洋エナジー南淡株式会社本社  

住       所  

 

兵庫県南あわじ市  

 

職 業 等 

     もり   かつひこ  

社長  森     克   彦  

功 績 の 概 要 

模範的事業場として実効ある安全衛生管理

体制を整備するとともに、創意工夫と労使の

協力により実施される安全衛生意識の高揚の

ための活動を通じ、構内下請事業場３社を含

め、平成１５年２月から１６年間にわたり無

災害を継続している。また、労働安全衛生マ

ネジメントシステムを導入し、 PDCA による安

全衛生活動への取組みや、兵庫労働基準連合

会の理事等を勤めるなど、地域の労働災害の

防 止 及 び 産 業 安 全 の 向 上 に 多 大 な 貢 献 を し

た。  

 

 

 

 

 



功    績    概    要 

 

〔火災予防関係〕  

関 係 省 庁 消    防    庁  

 

氏       名  

おおこし  としお  

大  越  利  男  

住       所  

 

北海道札幌市  

 

職 業 等 

石油販売業 

 

（札幌危険物安全協会副会長） 

功 績 の 概 要 

平成９年１１月、札幌清田区危険物安全協

議会発足時に副会長に、また、平成１１年４

月には同協議会会長に就任し、以来、豊富な

見識と卓越した指導力により会の育成発展を

通じて、危険物に関する普及・啓発に尽くし

ている。  

さらに、平成１６年４月には札幌危険物安

全協議会連合会副会長に就任、また、平成２

３年５月には北海道危険物安全協会連合会副

会長に就任され、平成２８年４月には札幌市

内の各区協議会の組織再編に伴い発足した、

札幌危険物安全協会の副会長に就任し、更な

る安全・安心なまちづくりに向け情熱を注が

れている。また、地域住民の信頼も厚く、地

域の安全・安心の普及・啓発に多大な貢献を

している。  

 



功    績    概    要 

 

〔火災予防関係〕  

関 係 省 庁 消    防    庁  

 

氏       名  

お  の   まさや  

小  野  政  也  

住       所  

 

東京都八王子市  

 

職 業 等 

自営業  

 

（八王子防火防災協会会長） 

功 績 の 概 要 

平成４年八王子防火協会（平成１７年：八

王子防火防災協会名称変更）入会、平成１３

年５月会長就任以来、郷土愛と崇高な防災意

識により会の発展に尽力した。  

また、町会長、商店会連合会長、防犯協会

副会長等を歴任し、地域社会の育成発展を通

して、市民への防火防災思想の普及啓発に尽

力するとともに、消防防災の指導者として活

動するなど地域住民の信頼も厚く、地域の安

心 ・ 安 全 の 普 及 啓 発 に 多 大 な 貢 献 を し て い

る。  

 

 

 

 

 



功    績    概    要 

 

〔火災予防関係〕  

関 係 省 庁 消    防    庁  

 

氏       名  

なかしま  とみこ  

中  島  富  子  

 

住       所  

 

岐阜県下呂市  

 

職 業 等 

無職 

 

（下呂市女性防火クラブ会長） 

功 績 の 概 要 

昭和５１年１１月に、旧益田郡金山町婦人防火

クラブに入会、その後平成１１年４月に同クラブ

の金山支部の会長に就任し、平成１３年４月から

益田郡女性防火クラブの副会長を経て、平成１８

年４月からは同クラブの会長及び岐阜県女性防火

クラブ運営協議会の副会長として活躍、さらに平

成２８年５月より２年間、岐阜県女性防火クラブ

運営協議会の会長に就任され、豊富な見識と卓越

した指導力によりクラブの育成発展に尽くしてい

る。  

また、平成２５年度より下呂市防災会議委員と

なるなど、各種の防災関係団体の要職に就き、ク

ラブの育成発展を通して、防火思想の普及・啓発

に尽力し、下呂市の消防・防災の指導者として活

動 し て お り 、 地 域 住 民 の 信 頼 も 厚 く 、 地 域 の 安

心・安全の普及・啓発に多大な貢献をしている。  



功    績    概    要 

 

〔火災予防関係〕  

関 係 省 庁 消    防    庁  

 

名       称  

あたごちくふじんぼうか 

愛宕地区婦人防火クラブ  

 

所 在 地 

 

長崎県長崎市  

 

代 表 者 

     にしもと  たえこ  

代表  西  本  妙  子
 

功 績 の 概 要 

昭和４７年１１月１９日愛宕地区自治会内

の全家庭における火災予防の推進と防火思想

の普及啓発を目的に結成以来、住宅防火対策

の重要性を認識し、消火器や住宅用火災報知

器の普及に尽力するとともに、消火器の取扱

訓練等を実施して、初期消火技術の向上を図

り、地域の防火思想の高揚に尽力している。  

また、消防出初会式、婦人防火クラブ幹部

研修会、防火のつどい等の各種行事にも積極

的に参加し、消防機関と連携強化を図るとと

もにＡＥＤの使用方法を含めた救急講習会等

も定期的に実施するなど、幅広い活動を展開

し地域住民の防火意識の高揚に多大な貢献を

している。  

 

 



功    績    概    要 

 

〔火災予防関係〕  

関 係 省 庁 消    防    庁  

 

名       称  

じょうなんまちふじんかいぼうか  

城南町婦人会防火クラブ  

 

所 在 地 

 

熊本県熊本市南区  

 

代 表 者 

      とうや   たけこ  

会長  東  家  武  子
 

功 績 の 概 要 

昭和 59 年 5 月に町内における火災予防の推

進と防火防災思想の普及を目的に発足。安全

で安心なまちづくりのため、地域全域の住宅

用 火 災 警 報 器 の 設 置 普 及 に 尽 力 す る と と も

に、防災訓練や各種研修会への参加、救急救

命講習などを積極的に実施し、婦人の防火・

防災対応力の向上を図るほか、平成３年には

「婦人消防隊」をクラブ内に結成するなど、

地域において防火防災思想の高揚と火災予防

に多大な貢献をしている。  

 



功    績    概    要 

 

〔火災予防関係〕  

関 係 省 庁 消    防    庁  

 

名       称  

  とみずほいくえんようねんしょうぼう  

富水保育園幼年消防クラブ  

 

所 在 地 

 

神奈川県小田原市  

 

代 表 者 

     いけだ  こうへい  

園長  池  田  公  平
 

功 績 の 概 要 

昭和５９年７月２８日に小田原市内で初め

て発足した。花火教室や消防車のお絵描き会

を通じた防火教育を推進するほか、火災予防

運動の期間中には、防火法被での通園や駅頭

での火災予防広報、百貨店における消防車の

絵の展示などにより、当該クラブが中心とな

って結成された幼年消防クラブは、現在、３

０園（３，２００人）となり、足柄上郡の中

井町、大井町、松田町、開成町の６園も加盟

し、広範囲にわたり地域の火災予防組織の一

翼を担い、火災の減少に大きな効果を与えて

いる。  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（連絡先）  

内閣府大臣官房総務課管理室  

〒１００－８９１４  

東京都千代田区永田町１－６－１  

℡  ０３－５２５３－２１１１（内３１２２０）  

 


